
平
和
憲
法
を
生
か
す
か

が
わ
県
民
の
会
は
２
月
29

日
、
高
松
港
の
軍
港
化
反

対
の
要
請
行
動
を
し
ま
し

た
。杉

村
智
子

代
表
委
員
、

日
本
共
産
党

の
か
し
昭
二

県
議
、
立
憲

民
主
党
の
森

裕
行
県
議
、

み
ど
り
・
香

川
の
植
田
真

紀
県
議
ら
は

１
万
２
４
９

４
筆
の
署
名

を
大
山
智
県

副
知
事
に
手

渡
し
、
申
し

入
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は

自
衛
隊
や
海

上
保
安
庁
の

訓
練
の
目
的

や
意
義
が
不

明
瞭
だ
と
指

摘
。
「
国
や

県
は
、
災
害

時
の
自
衛
隊

や
海
上
保
安

庁
な
ど
の
迅

速
な
対
応
や
、

平
時
の
港
湾

整
備
費
の
国

の
支
援
が
得
ら
れ
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
て

い
る
が
本
当
に
そ
う
か
判

断
で
き
る
具
体
性
が
な
く

納
得
で
き
な
い
」
と
強
調
。

安
保
３
文
書
に
基
づ
き
特

定
利
用
空
港
・
港
湾
に
高

松
港
が
指
定
さ
れ
る
と
有

事
に
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約

に
基
づ
い
て
軍
事
施
設
と

み
な
さ
れ
攻
撃
対
象
と
な

る
と
指
摘
し
「
デ
メ
リ
ッ

ト
や
有
事
の
危
険
性
を
県

民
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

高
松
市
で
11
日
、
原
発

を
な
く
す
香
川
の
会
、
脱

原
発
ア
ク
シ
ョ
ン
ｉ
ｎ
香

川
、
原
水
爆
禁
止
香
川
協

議
会
、
原
水
爆
禁
止
香
川

県
民
会
議
の
４
団
体
の
共

催
で
約
80
人
が
集
ま
り
、

「
フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
は

終
わ
っ
て
い
な
い
！
原
発

ゼ
ロ
社
会
を
つ
く
ろ
う
」

３
・
11
集
会
が
行
わ
れ
各

団
体
か
ら
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。

石
田
ま
ゆ
衆
院
香
川
二

区
候
補
は
原
発
を
な
く
す

香
川
の
会
の
運
営
委
員
と

し
て
「
香
川
で
の
原
発
な

く
せ
の
抗
議
行
動
は
１
２

年
目
、
６
０
０
回
を
超
え

た
。
福
島
原
発
事
故
が
な

か
っ
た
か
の
よ
う
な
原
発

の
再
稼
働
や
老
朽
原
発
の

運
転
延
長
な
ど
の
原
発
回

帰
の
情
勢
は
お
か
し
い
。

原
発
ゼ
ロ
の
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
と
も
に
頑
張

ろ
う
」
と
連
帯
を
訴
え
。

集
会
後
に
は
四
国
電
力

本
社
前
ま
で
ア
ピ
ー
ル
ウ
ォ

ー
ク
を
行
い
キ
ャ
ン
ド
ル

を
灯
し
て
「
ｗ
ｅ

ｓ
ｈ

ａ
ｌ
ｌ

ｏ
ｖ
ｅ
ｒ

ｃ

ｏ
ｍ
ｅ
」
を
合
唱
し
ま
し

た
。
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国
家
総
動
員
の｢

戦
争
国
家｣

に

３
文
書
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
戦

争
を
準
備
す
る
も
の
に
な
っ
て
お

り
、
そ
し
て
そ
れ
は
着
々
と
実
施

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

装
備
面
で
は
「
反
撃
能
力
」
と

し
て
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
・
高
速
滑

空
弾
・
極
超
音
速
誘
導
弾
の
開
発
、

ト
マ
ホ
ー
ク
の
導
入
、
い
ず
も
型

護
衛
艦
の
空
母
へ
の
改
修
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

軍
需
産
業
・
軍
事
研
究
に
関
し

て
は
「
防
衛
産
業
の
利
益
確
保
な

ど
基
盤
強
化
」

と
し
て
軍
需
産

業
支
援
法
を
成

立
さ
せ
、
「
防

衛
装
備
移
転
三

原
則
や
運
用
指

針
の
見
直
し
」
に
よ
っ
て
殺
傷
能

力
の
あ
る
武
器
輸
出
を
可
能
に
し

ま
し
た
。
ま
た
「
安
全
保
障
分
野

に
お
け
る
政
府
と
企
業
・
学
術
界

の
実
践
的
な
連
携
の
強
化
」
の
た

め
、
国
立
大
学
法
人
法
を
改
悪
し
、

さ
ら
に
日
本
学
術
会
議
を
法
人
化

し
て
、
政
府
の
統
制
下
に
置
く
こ

と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
に
「
優
秀
な
人
材
を
安

定
的
に
確
保
」
す
る
た
め
、
「
地

方
公
共
団
体
及
び
関
係
機
関
等
と

の
連
携
を
強
化
」
と
あ
り
、
問
題

と
な
っ
て
い
る
自
治
体
か
ら
の
名

簿
提
供
を
い
っ

そ
う
強
め
る
方

針
で
す
。
何
よ

り
見
逃
せ
な
い

の
は
、
「
安
全

保
障
に
対
す
る

理
解
と
協
力
を

深
め
る
た
め
…
我
が
国
と
郷
土
を

愛
す
る
心
を
養
う
」
と
し
、
「
教

育
機
関
等
へ
の
講
師
派
遣
、
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
充
実
等
を
通
じ
、

安
全
保
障
教
育
の
推
進
に
寄
与
す

る
」
と
、
教
育
を
通
じ
た
戦
争
へ

の
協
力
体
制
の
構
築
に
ま
で
踏
み

込
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
３
文
書
は
学
問
・

学
術
・
教
育
分
野
も
含
め
、
ま
る

ご
と
戦
争
に
協
力
す
る
「
国
家
総

動
員
体
制
」
を
め
ざ
し
て
い
る
の

で
す
。

日
本
を｢

戦
争
国
家｣

に
す
る

安
保
３
文
書

そ
の
４

９
条
の
会
・
か
が
わ
事
務
局

｢

フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
は
終
わ
っ

て
い
な
い
！

原
発
ゼ
ロ
社
会
を

つ
く
ろ
う
」
３
・
11
集
会

２
０
２
８
年
に
水
道
料

金
県
内
統
一
へ

現
在
、
水
道
料
金
は
県

内
各
市
町
で
ま
ち
ま
ち
で

す
。
（
企
業
団
資
料
よ
り
）

と
こ
ろ
が
、
企
業
団
は
、

こ
れ
を
２
０
２
８
年
か
ら

県
内
（
直
島
町
を
除
く
）

同
じ
に
す
る
計
画
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
今
ま
で
の

料
金
に
比
べ
、
安
く
な
る

（
値
下
げ
）
市
町
と
高
く

な
る
（
値
上
げ
）
市
町
が

出
て
き
ま
す
。

そ
の
時
、
企
業
団
全
体

の
料
金
は
上
が
る

前
々
回
の
記
事
で
、
耐

震
化
遅
れ
の
原
因
と
し
て

物
価
や
工
事
労
務
費
の
高

騰
を
述
べ
ま
し
た
が
、
そ

れ
に
加
え
給
水
人
口
の
減

少
に
伴
う
収
益
の
減
少
も

あ
り
、
水
道
財
政
は
、
ま

す
ま
す
苦
し
く
な
る
見
込

み
で
す
。
そ
こ
で
、
企
業

団
は
、
料
金
統
一
の
機
会

に
値
上
げ
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
有
識
者
等
に
よ
る

審
議
会
が
作
ら
れ
、
２
０

２
８
年
の
統
一
に
向
け
水

道
料
金
の
あ
り
方
に
つ
い

て
広
く
審
議
し
、
来
年
答

申
さ
れ
る
予
定
で
す
。
現

在
の
所
、
値
上
げ
巾
の
見

込
み
は
公
表
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

こ
こ
で
も
、
国
や
県
の

援
助
を

生
活
し
て
い
く
上
で
無

く
て
は
な
ら
な
い
水
道
の

料
金
値
上
げ
は
、
県
民
特

に
生
活
困
窮
者
に
と
っ
て

耐
え
が
た
い
も
の
で
す
。

値
上
げ
に
よ
っ
て
利
用
者

が
、
「
お
金
が
足
り
な
い

か
ら
、
最
低
限
必
要
な
水

道
量
さ
え
受
け
ら
れ
な
い
」

と
い
う
状
態
を
作
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

耐
震
化
を
進
め
る
為
だ

け
で
な
く
、
過
大
な
料
金

を
抑
え
る
た
め
に
も
国
や

県
の
援
助
を
増
や
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
「
一

般
家
庭
の
最
小
限
水
量
は
、

利
用
者
負
担
で
は
な
く
公

費
で
ま
か
な
う
べ
き
」
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

生
活
弱
者
へ
の
配
慮
を

小
豆
島
町
で
は････

70
歳
以
上
か
つ
住
民
税

非
課
税
世
帯
・
要
介
護
４

又
は
５
か
つ
住
民
税
非
課

税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯

等
に
対
し
て
、
料
金
の
１

／
２
減
免
制
度
が
取
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

対
応
を
全
市
町
で
も
な
さ

れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。
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自
民
党
と
公
明
党
は
、
日
・
英
・

伊
で
共
同
開
発
す
る
次
期
戦
闘
機
を

第
三
国
に
直
接
輸
出
す
る
方
針
で
合

意
し
ま
し
た
。
政
府
は
閣
議
決
定
で
、

武
器
輸
出
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
「
防

衛
装
備
移
転
三
原
則
」
の
運
用
指
針

を
改
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
武

器
輸
出
を
全
面
禁
止
し
た
国
会
決
議

に
も
明
確
に
反
し
ま
す
。
平
和
国
家

の
理
念
を
投
げ
捨
て
、
死
の
商
人
に

な
る
重
大
な
転
換
が
、
密
室
協
議
で

決
め
ら
れ
る
な
ど
あ
り
得
ま
せ
ん
。

「
特
定
利
用
港
湾
」
指
定
の
件
で
、

国
家
安
全
保
障
局
、
防
衛
省
、
国
土

交
通
省
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
い
で
、

高
知
県
議
団
・
香
川
県
議
団
と
の
レ

ク
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
「
特

定
利
用
港
湾
指
定
の
枠
組
み
は
、
米

軍
へ
の
後
方
支
援
や
米
軍
と
共
に
武

力
行
使
が
で
き
る
重
要
影
響
事
態
や
、

存
立
危
機
事
態
も
含
ま
れ
る
」
こ
と
、

「
自
衛
隊
の
武
器
・
弾
薬
の
輸
送
、

部
隊
の
展
開
は
訓
練
も
含
む
（
訓
練

以
外
の
実
践
に
も
使
う
）
」
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ど
こ
を
ど
う
見
て
も
軍
事
利
用
の

た
め
の
指
定
で
す
。
そ
し
て
、
有
事

（
武
力
攻
撃
事
態
）
以
前
の
「
重
要

影
響
事
態
」
や
「
存
立
危
機
事
態
」

（
国
や
県
は
こ
れ
も
「
平
時
」
と
呼

ん
で
い
る
）
に
も
、
軍
事
利
用
を
齟

齬
な
く
、
切
れ
目
な
く
行
う
た
め
の

法
整
備
で
す
。
県
民
に
説
明
も
し
な

い
で
、
3
月
末
ま
で
に
協
定
を
結
ぼ

う
と
躍
起
に
な
る
や
り
方
は
ス
ト
ッ

プ
す
る
べ
き
で
す
。

高
知
県
民
は
政
府
の
介
入
に
屈
せ

ず
、
県
議
会
の
全
会
一
致
で
決
め
た

県
内
港
湾
の
平
和
利
用
の
決
議
を
守

り
抜
い
て
き
ま
し
た
。
国
会
で
の
武

器
輸
出
の
全
面
禁
止
も
、
県
議
会
で

の
港
湾
の
平
和
利
用
も
、
国
民
や
県

民
の
声
に
よ
る
決
議
の
重
さ
を
再
認

識
す
る
べ
き
で
す
。

勇
気
り
ん
り
ん
エ
ッ
セ
イ

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
国
政
対
策
委
員
長

白
川
よ
う
子

香
川
の
水
道
の
話
③

い
の
ち
の
水
を
守
る
会

香
川

世
話
人

堀
井

ゆ
ず
る

企業団資料

無
料
法
律
相
談
（
呉
弁
護
士
）

☆
３
月
27
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら
５
時

☆
善
通
寺
民
商
事
務
所

善
通
寺
市
仙
遊
町
２
丁
目
２
３
番
１
号

電
話
０
８
７
７
（
６
２
）
８
１
６
９

※
相
談
の
申
し
込
み
は
事
前
に
お
願
い
し
ま
す

香
川
県
商
工
団
体
連
合
会

明
珍
事
務
局
長

（
℡
０
８
７･

８
０
２･

５
６
８
０

FA
X

８
０
２･

５
６
８
１
）

日
本
共
産
党
香
川
県
委
員
会

（
担
当
）
赤
木
さ
ん

（
℡
０
８
７･

８
３
４･

７
３
１
１

FA
X

８
３
３･

６
８
８
０
）


